
施策概要

効 果

◼ 予算額（国費）（加速化・深化分）

◼ 全国的な対策と効果
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【KPI①】鉱山集積場の耐震化工事及び重点坑道対策工事の工事完了率<

集積場＞

【KPI②】鉱山集積場の耐震化工事及び重点坑道対策工事の工事完了率<

重点坑道＞

初期値（％）

目標値（％）

５か年加速化対策R3 R4 R5

1億円 10億円 - 

R6 R7 累計

- 6億円 17億円

休廃止鉱山鉱害防止等工事に関する対策

【経済産業省】

44

耐震化調査で耐震基準に不適合であった集積場の耐震化工事の実施

（前倒しを計画していた4集積場について工事を継続中）

対策 1

休廃止鉱山の集積場の耐震化調査で耐震基準に不適合であった集積場の対策工事、

早急に崩落対策すべき坑道の対策工事の実施

休廃止鉱山からの重金属漏出による水質の汚濁、農用地の汚染等による健康被害、

農作物被害等による国土の荒廃を防止

◼ 目標達成の見通し

外部有識者による鉱害防止技術委員会にて早急に対策を講じるべきと指摘の

あった坑道（1件）の対策工事の実施

対策 2

対策前

５か年加速化対策の効果

対策中

耐震工事の前提と

なる集積物をせき

止めるために不可

欠な堤防の補強工

事を実施中。

対策後

4-2

➢ 休廃止鉱山の集積場や坑道の対策工事により、

重金属漏出による水質汚濁、農用地の汚染等

による健康被害、農作物被害、漁業被害等の

発生を防止する。

※ このほか、加速化・深化分以外の予算も措置されている

対策を実施しなかった場合の被害イメージ
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整備事例
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事業費

事業の背景（地域の課題）

事業の内容

22億円 （うち５か年加速化対策（加速化・深化分）17億円の内数、自治体負担分を含む）

旧松尾鉱山では、昭和45年に3M坑道内に閉塞プ
ラグを設置していましたが、設置後50年以上が経

過し、坑道内の盤膨れによる断面形状の変形等の
経年変化が進行し、坑道崩落による坑内水の流出
防止のための安全対策が課題となっていました。

※プラグ：坑水の流出をせき止めるための耐圧壁

旧松尾鉱山における坑道崩落による坑内水の流出を防止するため、空洞となっていた坑道を割栗石を敷き詰め
た後、空隙にグラウト材を充填する工法（坑口から3mはコンクリート打設）で完全に埋戻しすることにより、大規
模地震等が発生した場合においても坑道崩落を生じさせることがない恒久的な安全対策工事を実施しました。

大規模地震等の発生時に、坑道が崩落し、プラグから上部の坑道にたまっていた鉄分、硫黄、砒素を含んだ強酸
性（pH1.5）の坑水（およそ350万㎥）及び18㎥/分の未処理水の川への流出による生活・農業・工業用水等の汚染
を防ぎます。

旧松尾鉱山の坑道を整備し、

坑内水流出による水質汚染等を防止する

岩手県八幡平市 休廃止鉱山鉱害防止等

工事費補助事業

岩手県

見込まれる効果

プラグ止水域 3M坑道

自重(圧力)により、脆弱な地盤部分が圧縮
され、一部の坑道が変形し始めている。

プラグ
止水域
止水域

崩落が発生した場合

3M坑道

①覆工補修
（坑道上部裏側の空洞部の充填を実施）

◼ テキスト

工事実施箇所

旧松尾鉱山 坑道水平投影図

②坑道内整備
（暗渠排水設置、路面整備）

③坑道内埋戻し

新中和処理施設へ

赤川

恒久排水路トンネル（昭和59年（1984年））使用開始

3M坑（排水坑道） 3M坑口

閉塞プラグ
昭和45年（1970年）設置

◼ 旧松尾鉱山の坑道整備


